














要約:松山市で中学校1年生および小学校4年生全員約1万名を対象に血清脂質異常を中心

とした小児成人病検診を実施し、有所見者には医学的管理および生活指導を行った。高コ

レステロール血症の頻度は中学生で約5%、小学生で約10%で最近3年間は変化はなかった。

血清アポ蛋白 B/AI 比は AI 値および HDL-コレステロール値と高い相関を示し、ことに肥満

を伴う高コレステロール血症で高いことが示された。小中学生の血清脂質異常の半数以上

は医学的管理および生活指導により改善された。 


